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実施日 時間 学校名
説明会

参加人数

プロジェクト

参加人数

11月10日

（火）
16:40～17:15

国立病院機構岡山医療センター附属

岡山看護助産学校
150名 27名

11月13日

（金）
14：40～16：10 播磨内陸医務事業組合立播磨看護専門学校 70名 5名

11月18日

（水）
13：15～14：45 東都医療大学 120名 13名

11月25日

（水）
16：20～ 昭和大学医学部附属看護専門学校 200名 9名

12月3日

（木）
13：20～ 深谷大里看護学校 45名 1名

12月10日

（木）
12：00～（昼休み） 横浜市立大学医学部看護学科 110名 5名

12月18日

（金）
13：00～13：45 藤田保健衛生大学看護専門学校 80名 15名

12月21日

（月）
13：10～14：40 大阪警察病院看護専門学校 79名 1名

合計 854名 76名

2016年度ウィッグ・サポーター活動 実施報告

大阪警察病院看護専門学校では、
「キレイの力」プロジェクトの説明会と

一緒に、大阪警察病院の活動の一つで
ある、がん予防に関する啓蒙活動で、
大阪警察病院がん化学療法看護認定
看護師玉田加寿先生による看護学生
へのがん検診教育も行いました。

＜説明会様子＞
いくつかの学校では、キレイの力プロジェクト第一
期生の栗橋登志さんがスタッフとしてプロジェクト
についての説明を行いました。

＜実施概要＞

2016年のウィッグ贈呈活動に向けて、2015年11月～12月にかけてウィッグサポーター募集を開始。
全国の看護学校8校で説明会を実施し、854名看護学生に対してプロジェクトの紹介とウィッグサポーターへの
参加を呼びかけを行い、76名がウィッグ活動を半年間行った。
＊ウィッグサポーターは、2016年1月から半年間パンテーンを使ってヘアケアを実施。

＜説明会実施日・実施校＞



＜実施概要＞

2015年秋より、看護学校単位で説明会にて学生の参加を呼びかけ、活動開始。2015年度は76名の
看護学生（下記参照）からヘアドネーションが集まった。
その後、2016年10月以降下記3ヶ所の施設へのチラシ設置、ウィッグを希望する女性を募集した。その結果、
全体で15名のがん治療中の女性へウィッグをお贈りすることができた。
＊ウィッグの試着・贈呈期間：2016年10月末～12月中旬

＜ウィッグ贈呈施設と人数＞

＜参加企業・団体＞

主催） ＮＰＯ法人キャンサーリボンズ
パートナー）Ｐ＆Ｇパンテーン、株式会社スヴェンソン
寄付） 個人の寄付

＜ヘアドネーション参加校＞

大阪警察病院看護専門学校、国立病院機構岡山医療センター附属岡山看護助産学校、

昭和大学医学部附属看護専門学校、東都医療大学、播磨内陸医務事業組合立播磨看護専門学校、

深谷大里看護専門学校、藤田保健衛生大学看護専門学校、横浜市立大学医学部看護学科

計8校 （以上、五十音順）

施設名 試着日 お渡し日 贈呈人数

NTT東日本関東病院 10月31日 11月14日 4名

昭和大学病院（旗の台） 11月25日 12月2日 2名

横浜市立大学附属病院 12月5日 12月16日 9名

合計 15名

＜告知＞下記チラシを各施設に設置・配布。

チラシ・表 チラシ・裏

ウィッグ贈呈活動 実施報告

キレイの力プロジェクト第一期生の
栗橋登志さんからいただいたメッセージを掲載

覚悟はしているはずだった脱毛。

鏡に映る凍った顔の私「もう笑顔は必要ないんだ」

そう思いました。治療を懸命にして下さる病院に行くことさえ

辛かった時にキレイの力プロジェクトの存在を知りました。

元気になりたくて、病気を治したい一番の希望者は自分。

応募のきっかけは「自分で歩むために力を貸して下さい」でした。

頂いたウイッグが自分の人生に新たな彩りを添えてくれました。

笑顔と勇気が治療の継続と人との絆を深めてくれて、ちょっと

気取ったオシャレは魔法のお薬と感謝しています。

サポーターさんの想いがホッコリ・・・
このウイッグは貴方にも微笑み添えてくださいます。

栗橋登志
(乳がん体験者/しんゆりリボンズハウス副会長)
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＜ウィッグ贈呈までの様子＞

看護学生が約半年間一生懸命ケア
した髪の毛をまとめてスヴェンソンへ
お渡し、ドイツの工場にてウィッグの
製作を行う

ウィッグの試着を行い、お好みのスタイル
を決めていただく。その後、約2週間かけ
ておひとりずつに合うウィッグを製作。
贈呈当日も会場にて最後のウィッグ調整
を行う

ウィッグの製作後、待ちに待った
ウィッグの試着を各病院にて実施

＜ウィッグ贈呈様子＞

ウィッグをお贈りした皆さまから素敵な笑顔を頂きました！
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昭和大学病院でのウィッグ贈呈では、
実際にウィッグサポーターとして
活動いただいた看護学生さんも
立ち会い、贈呈式・対面式を実施し
ました。
看護学生さんと患者さんでメッセー
ジ交換を行い、お互いの思いを伝え
る素敵な会となりました。



ウィッグをお贈りした患者さんからの
直筆メッセージ
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看護学生さんからの患者さんへの
直筆メッセージ

2016年12月2日昭和大学病院ウィッグ贈呈メッセージ交換時









メディア掲載実績

■掲載紙：月刊Ｈ&Ｂリテイル 平成29年3月号

媒体詳細
読者層：小売業、医療提供施設や介護事業者の経営陣 他
発行部数：約50,000部
発行日：月1回（毎前月末）
版型：タブロイド判
発行元：株式会社ヘルスビジネスマガジン社
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■テレビ：2016年12月2日（金）ＮＨＫ首都圏ニュース845/12月3日（土）ＢＳニュース 1：50～/3；50～/

昭和大学病院でのウィッグ贈呈
式の現場、看護学生、患者さん、
それぞれの思いについてもご取
材いただきました。



2017年度ウィッグ・サポーター活動 実施報告

藤田保健衛生大学看護専門学校では西村
徳代校長先生より娘さんが乳がんを患い、
脱毛で悩んでいたがウィッグ救われたという
お話もしていただきました。

＜説明会様子＞

20

日時 場所 説明会参加人数 プロジェクト

参加人数

10月25日

（火）

昭和大学医学部附属看護専門学校 159 4

10月31日

（月）

国立病院機構岡山医療センター附属

岡山看護助産学校

130 11

11月16日

（水）

東都医療大学 140 16

12月1日（木） 深谷大里看護専門学校 45 1

12月16日

（金）

藤田保健衛生大学看護専門学校 78 26

12月21日

（水）

聖マリアンナ医科大学看護専門学校 59 6

12月21日

（水）

独立行政法人国立病院機構

岩国医療センター附属岩国看護学校

167 26

合計 7校 778名 90名

＜実施概要＞

2017年のウィッグ贈呈活動に向けて、2016年10月～2015年12月にかけて全国の看護学校7校にて説明会を
実施。778名の看護学校に対して、プロジェクトの紹介とウィッグサポーターへの呼びかけを行い、
合計90名がサポーター活動を開始した。在校生は6～7月のカットに向けて現在活動中。
パンテーンは説明会参加者へ配布、サポーター活動参加者には1月、4月の2回に分けて配布する予定。

＜説明会実施日・実施校＞


